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規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
八
十
五
号

山
梨
県
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
閲
覧
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
閲
覧
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土

交
通
省
令
第
百
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
齢
者

円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
（
以
下
「
登
録
簿
」
と
い
う
。）
の
閲
覧
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
簿
閲
覧
所
）

第
二
条
　
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
閲
覧
所
（
以
下
「
閲
覧
所
」
と
い
う
。）
は
、

山
梨
県
土
木
部
住
宅
課
内
と
す
る
。

（
閲
覧
時
間
）

第
三
条

登
録
簿
の
閲
覧
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

（
定
期
休
日
）

第
四
条

閲
覧
所
の
定
期
休
日
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
日
曜
日
及
び
土
曜
日

二
　
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
前
号
に
掲
げ
る
日
を
除
く
。）

（
臨
時
休
日
及
び
閲
覧
時
間
の
短
縮
）

第
五
条

前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
登
録
簿
の
整
理
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
閲
覧
時
間
を
短
縮
し
、
又
は
臨
時
に
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
閲
覧
所
に
掲
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
閲
覧
手
続
）

第
六
条

登
録
簿
を
閲
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
閲
覧
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
閲
覧
簿
に
閲
覧
し
よ
う

と
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
閲
覧
所
以
外
に
お
け
る
閲
覧
の
禁
止
）

第
七
条

登
録
簿
は
、
閲
覧
所
以
外
の
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
閲
覧
の
停
止
又
は
禁
止
）

第
八
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
閲
覧
を
停
止
さ
せ
、
又
は
禁
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
　
こ
の
規
則
又
は
閲
覧
所
職
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
者

二
　
登
録
簿
を
汚
損
し
、
若
し
く
は
き
損
し
た
者
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

三
　
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
た
者
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
二
百
三
十
九
号
　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
七
一

山
梨
県
公
報
平
成
十
三
年

十
一
月
一
日

第
千
二
百
三
十
九
号

木　曜　日



告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
長
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
九
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
十
三
年
十
月
一
日
付
け
で
許
可
し
た
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
市

川
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
甲
府
市
川
大
門
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
下
河
原
一
二
八

旧

一
〇
・
〇
〜

七
五
・
〇

八
番
の
一
地
先
か
ら

一
八
・
二

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
下
河
原
一
二
九

二
番
の
二
地
先
ま
で

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
下
河
原
一
二
八

三
五
・
〇
〜

四
九
・
五

七
番
の
一
地
先
か
ら

五
一
・
〇

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
下
土
井
外
一
九

〇
三
番
地
先
ま
で

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
下
河
原
一
二
八

新

一
〇
・
五
〜

九
四
・
〇

七
番
の
一
地
先
か
ら

七
九
・
〇

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
下
河
原
一
二
九

二
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
、
峡
中
地
域
振
興
局
建
設

部
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
市
川
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
二

日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
　
長
供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

甲
府
市
川
大

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
馬
籠
字
天
神

五
六
〇
・
〇

平
成
十
三
年

門
線

七
一
番
の
三
地
先
か
ら

十
一
月
六
日

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
下

河
原
一
二
九
二
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
市

川
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
　
長
供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

一
四
〇
号

西
八
代
郡
三
珠
町
笛
吹
川
左
岸
無
番

五
八
〇
・
〇

平
成
十
三
年

道

地
地
先
か
ら

十
一
月
六
日

中
巨
摩
郡
田
富
町
大
字
大
田
和
字
住

還
西
一
三
三
四
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
土
木
部
建
築
指
導
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
二
百
三
十
九
号
　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

五
七
二



一
　
道
路
の
位
置

中
巨
摩
郡
若
草
町
浅
原
字
覚
頭
三
百
八
十
二
番
一

二
　
道
路
の
幅
員

五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

三
　
道
路
の
延
長

三
十
四
・
八
一
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
土
木
部
建
築
指
導
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
道
路
の
位
置

中
巨
摩
郡
竜
王
町
富
竹
新
田
字
西
耕
地
千
九
十
二
番
四
、
千
九
十
三
番
二

二
　
道
路
の
幅
員

六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

三
　
道
路
の
延
長

三
十
三
・
三
八
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
三
年
十
月
二
十
二
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
な
ん
ぶ
農
援
隊

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
鈴
木
俊
輔

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
南
巨
摩
郡
南
部
町
本
郷
八
千
三
百
二
十
一
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
主
に
南
部
町
内
よ
り
生
ず
る
生
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
、
有
用
微
生
物
の
発
酵
作
用

に
よ
り
肥
料
・
飼
料
化
し
、
有
機
栽
培
農
業
及
び
畜
産
業
に
活
用
し
、
農
業
の
向
上
・
環
境
の
浄

化
・
健
康
増
進
の
た
め
の
事
業
を
行
い
、
大
自
然
の
生
命
を
大
切
に
し
た
共
存
・
共
栄
の
地
域
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

�

大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
述

べ
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
そ
の
意
見
を
山
梨

県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
ま
で
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

１
　
名
称
　
オ
ギ
ノ
韮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

２
　
所
在
地
　
韮
崎
市
藤
井
町
南
下
条
二
百
番
地

二
　
届
出
の
内
容
及
び
公
告
日

１
　
内
容
　
新
設

２
　
公
告
日
　
平
成
十
三
年
三
月
二
十
九
日

三
　
意
見
の
概
要

１
　
駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

（一）

駐
車
場
の
位
置
及
び
構
造
等

ア
　
駐
車
場
の
分
散
確
保

イ
　
駐
車
場
出
入
口
の
交
通
対
策

ウ
　
交
通
誘
導
員
の
配
置

（二）

経
路
の
設
定
等

ア
　
来
客
の
自
動
車
の
案
内
経
路

２
　
騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

（一）

騒
音
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
対
応
策
に
つ
い
て

ア
　
営
業
宣
伝
活
動
に
伴
う
騒
音
対
策

イ
　
付
帯
設
備
及
び
付
帯
施
設
等
に
お
け
る
騒
音
対
策

四
　
意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
三
年
十
月
二
十
二
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
二
百
三
十
九
号
　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

五
七
三



�

大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
述

べ
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
そ
の
意
見
を
山
梨

県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
ま
で
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

１
　
名
称
　
塩
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
ー
ル

２
　
所
在
地
　
塩
山
市
大
字
熊
野
字
一
の
平
三
一

二
　
届
出
の
内
容
及
び
公
告
日

１
　
内
容
　
新
設

２
　
公
告
日
　
平
成
十
三
年
四
月
十
二
日

三
　
意
見
の
概
要

１
　
駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

（一）

駐
車
場
の
位
置
及
び
構
造
等

ア
　
駐
車
場
出
入
口
の
交
通
対
策

イ
　
交
通
誘
導
員
の
配
置

四
　
意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
三
年
十
月
二
十
二
日

�

第
三
十
四
期
山
梨
県
地
方
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
候
補
者
の
推
薦
請
求

第
三
十
四
期
山
梨
県
地
方
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
の
任
命
を
平
成
十
三
年
十
二
月
に
行

う
の
で
、
労
働
組
合
は
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
候
補
者
を
次
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
い
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
推
薦
資
格
を
有
す
る
も
の
及
び
そ
の
推
薦
手
続

１
　
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
候
補
者
を
推
薦
し
得
る
資
格
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
山
梨
県
の
区
域

内
に
の
み
組
織
を
有
し
、
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
及
び
第

五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
労
働
組
合
で
あ
る
こ
と
。

２
　
１
の
労
働
組
合
が
候
補
者
を
推
薦
す
る
場
合
に
は
、
推
薦
書
に
そ
の
労
働
組
合
が
労
働
組
合
法

の
規
定
に
適
合
す
る
旨
の
地
方
労
働
委
員
会
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

二
　
被
推
薦
者
の
資
格
制
限

１
　
被
推
薦
者
が
労
働
組
合
法
第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
委
員
と
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
公
務
員
で
あ
る
被
推
薦
者
が
委
員
に
就
任
す
る
場
合
に
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
一
条
及
び
第
百
四
条
並
び
に
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
。

三
　
推
薦
者
数

各
労
働
組
合
が
推
薦
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
数
は
、
二
名
程
度
と
す
る
。

四
　
推
薦
期
間

平
成
十
三
年
十
一
月
六
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で

五
　
推
薦
書
提
出
場
所

山
梨
県
商
工
労
働
観
光
部
労
政
雇
用
課
と
す
る
。

六
　
任
命
す
べ
き
補
欠
委
員
の
数

一
名

�

土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
組
合
の
名
称

昭
和
町
西
条
梅
の
木
土
地
区
画
整
理
組
合

二
　
事
務
所
の
所
在
地

中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
五
百
四
十
二
番
地
の
二
　
昭
和
町
役
場
内

三
　
設
立
認
可
の
年
月
日

平
成
七
年
十
一
月
七
日

四
　
変
更
後
の
事
業
施
行
期
間

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
三
年
度
ま
で

五
　
変
更
認
可
の
年
月
日

平
成
十
三
年
十
月
二
十
二
日

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
二
百
三
十
九
号
　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

五
七
四



山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
風
　
　
間
　
　
善
　
　
樹

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
南
甲
府
警
察
署
の
部
竜
王
交
番
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

竜
王
交
番

中
巨
摩
郡
竜
王
町

中
巨
摩
郡
竜
王
町

篠
原
二
三
二
三
の

一

別
表
第
三
中
南
甲
府
警
察
署
の
部
玉
幡
警
察
官
駐
在
所
の
項
及
び
小
笠
原
警
察
署
の
部
桃
園
連
絡
所

の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四
十
四
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
風
　
　
間
　
　
善
　
　
樹

別
表
第
一
中

「
三
二
六

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
乙
黒
九
五
番
地
の

乙
黒
東

平
成
一
三
年
八
月
九
日

一
先
（
県
道
甲
府
玉
穂
中
道
線
と
町

告
示
第
三
二
号

道
田
富
玉
穂
大
津
線
と
の
十
字
路
交

差
点
）

」

を「
三
二
六

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
乙
黒
九
五
番
地
の

乙
黒
東

平
成
一
三
年
八
月
九
日

一
先
（
県
道
甲
府
玉
穂
中
道
線
と
町

告
示
第
三
二
号

道
田
富
玉
穂
大
津
線
と
の
十
字
路
交

差
点
）

三
二
七

甲
府
市
下
小
河
原
町
二
九
番
地
の
一

雇
用
促
進
住
宅

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

先
（
市
道
上
町
三
号
線
と
市
道
住
吉

中

告
示
第
四
四
号

寺
前
線
等
と
の
五
差
路
交
差
点
）

三
二
八

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
下
河
東
二
、
〇
二

玉
穂
南
小
グ
ラ

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

〇
番
地
先
（
町
道
田
富
玉
穂
線
と
町

ウ
ン
ド
前

告
示
第
四
四
号

道
三
、
一
六
九
号
線
と
の
十
字
路
交

差
点
）

三
二
九

中
巨
摩
郡
昭
和
町
上
河
東
七
三
〇
番

常
永
駅
南

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

地
の
一
先
（
町
道
三
八
号
線
と
農
道

告
示
第
四
四
号

二
六
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
一
二
九

中
巨
摩
郡
八
田
村
野
牛
島
二
、
二
四

八
田
小
学
校
東

平
成
一
三
年
三
月
八
日

五
番
地
の
一
先
（
村
道
二
号
線
と
村

告
示
第
一
〇
号

道
四
七
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「
一
二
九

中
巨
摩
郡
八
田
村
野
牛
島
二
、
二
四

八
田
小
学
校
東

平
成
一
三
年
三
月
八
日

五
番
地
の
一
先
（
村
道
二
号
線
と
村

告
示
第
一
〇
号

道
四
七
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

一
三
〇

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
〇
五
番
地

沢
登

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

の
一
先
（
国
道
五
二
号
甲
西
道
路
と

告
示
第
四
四
号

町
道
櫛
形
若
草
線
と
の
十
字
路
交
差

点
）

一
三
一

中
巨
摩
郡
若
草
町
十
日
市
場
一
、
五

若
草
櫛
形
イ
ン

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

九
三
番
地
先
（
国
道
五
二
号
甲
西
道

タ
ー
西

告
示
第
四
四
号

路
と
県
道
韮
崎
櫛
形
線
バ
イ
パ
ス
と

の
丁
字
路
交
差
点
）

一
三
二

中
巨
摩
郡
白
根
町
曲
輪
田
新
田
一
五

曲
輪
田
新
田

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

五
番
地
先
（
県
道
韮
崎
櫛
形
線
と
広

告
示
第
四
四
号

域
農
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
七
八

韮
崎
市
神
山
町
北
宮
地
三
八
一
番
地

武
田
八
幡
宮
入

平
成
一
三
年
八
月
九
日

先
（
県
道
韮
崎
櫛
形
豊
富
線
と
県
道

口

告
示
第
三
二
号

武
田
八
幡
神
社
線
と
の
十
字
路
交
差

点
）

」

を

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
二
百
三
十
九
号
　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

五
七
五



「
七
八

韮
崎
市
神
山
町
北
宮
地
三
八
一
番
地

武
田
八
幡
宮
入

平
成
一
三
年
八
月
九
日

先
（
県
道
韮
崎
櫛
形
豊
富
線
と
県
道

口

告
示
第
三
二
号

武
田
八
幡
神
社
線
と
の
十
字
路
交
差

点
）

七
九

韮
崎
市
藤
井
町
北
下
条
五
番
地
の
一

韮
崎
文
化
ホ
ー

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

先
（
市
道
藤
井
九
号
線
と
農
道
藤
井

ル
前

告
示
第
四
四
号

バ
イ
パ
ス
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「

七
一

山
梨
市
三
ヶ
所
八
九
一
番
地
の
一
先

後
屋
敷
小
前

平
成
一
二
年
一
二
月
一
四
日

（
市
道
青
梅
支
線
と
市
道
三
ヶ
所
新

告
示
第
五
一
号

町
東
五
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

」

を「
七
一

山
梨
市
三
ヶ
所
八
九
一
番
地
の
一
先

後
屋
敷
小
前

平
成
一
二
年
一
二
月
一
四
日

（
市
道
青
梅
支
線
と
市
道
三
ヶ
所
新

告
示
第
五
一
号

町
東
五
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

七
二

山
梨
市
小
原
東
八
五
一
番
地
の
一
先

日
下
部
公
民
館

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

（
市
道
山
梨
市
駅
東
山
梨
線
と
市
道

入
口

告
示
第
四
四
号

小
原
西
八
王
子
一
〇
号
線
と
の
十
字

路
交
差
点
）

七
三

東
山
梨
郡
牧
丘
町
千
野
々
宮
九
八
番

中
牧
神
社
北

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

地
の
四
先
（
県
道
杣
口
塩
山
線
と
町

告
示
第
四
四
号

道
二
〇
六
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
六
〇

塩
山
市
下
於
曽
一
、
三
三
八
番
地
先

市
民
病
院
入
口

平
成
一
三
年
八
月
九
日

（
市
道
下
於
曽
三
三
号
線
と
市
道
下

告
示
第
三
二
号

於
曽
四
一
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

」

を「
六
〇

塩
山
市
下
於
曽
一
、
三
三
八
番
地
先

市
民
病
院
入
口

平
成
一
三
年
八
月
九
日

（
市
道
下
於
曽
三
三
号
線
と
市
道
下

告
示
第
三
二
号

於
曽
四
一
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

六
一

東
山
梨
郡
勝
沼
町
勝
沼
三
、
四
七
〇

深
沢
入
口

平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

番
地
先
（
国
道
二
〇
号
と
県
道
深
沢

告
示
第
四
四
号

等
々
力
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中

「
六
七
一

町
道

韮
崎
市
大
草
町
上
条
東

車
両（

七
時
か

韮
崎
平
成
一
三
年
九
月
二

割
八
一
一
番
地
先
（
山

軽
車
両

ら
九
時

〇
日

本
要
方
南
側
交
差
点
西

を
除
く

ま
で
及

告
示
第
三
八
号

側
）
か
ら
韮
崎
市
上
条

。）

び
一
四

東
割
八
七
四
番
地
の
七

時
か
ら

先

一
六
時

（
山
本
健
一
方
南
西
角

ま
で
（

交
差
点
東
側
）
ま
で

た
だ
し

（
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

、
日
曜

・
休
日

を
除
く

。）

」

を
「

六
七
一

町
道

韮
崎
市
大
草
町
上
条
東

車
両（

七
時
か

韮
崎
平
成
一
三
年
九
月
二

割
八
一
一
番
地
先
（
山

軽
車
両

ら
九
時

〇
日

本
要
方
南
側
交
差
点
西

を
除
く

ま
で
及

告
示
第
三
八
号

側
）
か
ら
韮
崎
市
上
条

。）

び
一
四

東
割
八
七
四
番
地
の
七

時
か
ら

先
（
山
本
健
一
方
南
西

一
六
時

角
交
差
点
東
側
）
ま
で

ま
で
（

の
両
側

た
だ
し

（
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

、
日
曜

・
休
日

を
除
く

。）

六
七
二

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原
町
四

大
型
自

終
日

上
野
平
成
一
三
年
一
一
月

西
一
一

方
津
二
、
五
五
四
番
地

動
車
、

原

一
日

号
線

の
五
先
（
コ
モ
ア
四
方

大
型
特

告
示
第
四
四
号

津
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
西
側

殊
自
動

出
入
口
）
か
ら
北
都
留

車

郡
上
野
原
町
四
方
津
二
、

五
一
八
番
地
の
四
先
　

（
県
道
野
田
尻
四
方
津

停
車
場
線
と
の
交
差
点
）

ま
で
の
両
側

（
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「
二
、
〇
一
九

市
　
道

甲
府
市
下
小
河
原
町
二
八
番
地
先

二

南
甲

五
二
・
一
一
・
二

（
平
嶋
朝
寛
方
所
有
畑
前
）
交
差
点

府

八
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梨
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三
九
号

」

を「
二
、
〇
一
九

市
道
上

甲
府
市
下
小
河
原
町
二
九
番
地
の
一

一

南
甲

平
成
一
三
年
一
一

町
三
号

先
（
雇
用
促
進
住
宅
中
交
差
点
）

府

月
一
日

線

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
二
、
九
八
七

県
　
道

東
山
梨
郡
牧
丘
町
千
野
々
宮
九
九
番

二

日
下

六
三
・
八
・
二
二

塩
山
杣

地
先
（
津
野
商
店
前
交
差
点
）

部

告
示

口
線

第
二
一
号

」

を「
二
、
九
八
七

県
道
塩

東
山
梨
郡
牧
丘
町
千
野
々
宮
九
八
番

三

日
下

平
成
一
三
年
一
一

山
杣
口

地
の
四
先
（
中
牧
神
社
北
交
差
点
）

部

月
一
日

線

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
三
、
八
二
七

町
　
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
下
河
東
二
、
〇
二

三

南
甲

平
五
・
四
・
一
五

〇
番
地
先
（
玉
穂
南
小
学
校
グ
ラ
ン

府

告
示

ド
南
西
角
交
差
点
）

第
一
六
号

」

を「
三
、
八
二
七

町
道
田

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
下
河
東
二
、
〇
二

三

南
甲

平
成
一
三
年
一
一

富
玉
穂

〇
番
地
先
（
玉
穂
南
小
学
校
グ
ラ
ウ

府

月
一
日

線

ン
ド
前
交
差
点
）

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
三
、
八
八
八

市
　
道

山
梨
市
小
原
東
八
五
二
番
地
先
（
若

四

日
下

平
九
・
八
・
一
四

山
梨
市

杉
好
洋
方
前
交
差
点
）

部

告
示

駅
東
山

第
四
一
号

梨
線

」

を「
三
、
八
八
八

市
道
山

山
梨
市
小
原
東
八
五
一
番
地
の
一
先

四

日
下

平
成
一
三
年
一
一

梨
市
駅
（
日
下
部
公
民
館
入
口
交
差
点
）

部

月
一
日

東
山
梨

告
示
第
四
四
号

線
バ
イ

パ
ス

」

に
、

「
四
、
〇
七
三

市
　
道

韮
崎
市
藤
井
町
坂
井
二
〇
五
番
地
先

二

韮
崎

平
七
・
一
〇
・
二

（
韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
南
西
隅
交
差

三

点
）

告
示

第
五
九
号

」

を「
四
、
〇
七
三

市
道
藤

韮
崎
市
藤
井
町
北
下
条
五
番
地
の
一

二

韮
崎

平
成
一
三
年
一
一

井
九
号

先
（
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
前
交
差
点
）

月
一
日

線

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
四
、
三
六
三

国
　
道

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
一
七
番
地

三

小
笠

平
一
〇
・
七
・
二

五
二
号

先
（
町
道
櫛
形
若
草
線
と
の
東
側
交

原

七

甲
西
道

差
点
）

告
示

第
三
六
号

」

を「
四
、
三
六
三

国
道
五

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
〇
五
番
地

六

小
笠

平
成
一
三
年
一
一

二
号
甲

の
一
先
（
沢
登
交
差
点
）

原

月
一
日

西
道
路

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
四
、
三
六
四

国
　
道

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
一
六
番
地

三

小
笠

平
一
〇
・
七
・
二

五
二
号

先
（
町
道
櫛
形
若
草
線
と
の
西
側
交

原

七

甲
西
道

差
点
）

告
示

路

第
三
六
号

」

を「
四
、
三
六
四

削
除

小
笠

平
成
一
三
年
一
一

原

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、
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梨
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「
四
、
三
八
一

国
　
道

中
巨
摩
郡
若
草
町
十
日
市
場
一
、
五

六

小
笠

平
一
〇
・
七
・
二

五
二
号

二
二
番
地
の
一
先
（
県
道
韮
崎
櫛
豊

原

七

甲
西
道

富
線
バ
イ
パ
ス
と
の
十
字
路
交
差
点
）

告
示

路

第
三
六
号

」

を「
四
、
三
八
一

国
道
五

中
巨
摩
郡
若
草
町
十
日
市
場
一
、
五

六

小
笠

平
成
一
三
年
一
一

二
号
甲

九
三
番
地
先
（
若
草
櫛
形
イ
ン
タ
ー

原

月
一
日

西
道
路

西
交
差
点
）

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
四
、
五
一
九

県
　
道

中
巨
摩
郡
白
根
町
曲
輪
田
新
田
二
一

四

小
笠

平
一
一
・
六
・
三

韮
崎
櫛

〇
番
地
先（
市
川
強
方
南
側
交
差
点
）

原

告
示

形
豊
富

第
二
五
号

線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

を「
四
、
五
一
九

県
道
韮

中
巨
摩
郡
白
根
町
曲
輪
田
新
田
一
五

四

小
笠

平
成
一
三
年
一
一

崎
櫛
形

五
番
地
先
（
曲
輪
田
新
田
交
差
点
）

原

月
一
日

豊
富
線

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
四
、
八
〇
〇

市
道
舞

甲
府
市
中
央
二
丁
目
四
番
二
号
先
　
一

甲
府

平
成
一
三
年
一
〇

鶴
公
園
（
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
玉
木
前
）

月
一
一
日

北
通
線

告
示
第
四
一
号

」

を「
四
、
八
〇
〇

市
道
舞

甲
府
市
中
央
二
丁
目
四
番
二
号
先

一

甲
府

平
成
一
三
年
一
〇

鶴
公
園
（
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
玉
木
前
）

月
一
一
日

北
通
線

告
示
第
四
一
号

四
、
八
〇
一

町
道
三

中
巨
摩
郡
昭
和
町
上
河
東
七
三
〇
番

四

南
甲

平
成
一
三
年
一
一

八
号
線

地
の
一
先
（
常
永
駅
南
交
差
点
）

府

月
一
日

告
示
第
四
四
号

四
、
八
〇
二

町
道
西

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
四
、
〇
〇
〇
番

一

長
坂

平
成
一
三
年
一
一

一
級
二

地
先
（
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
入
口
）

月
一
日

〇
号
線

告
示
第
四
四
号

四
、
八
〇
三

町
道
西

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
三
、
九
八
九
番

一

長
坂

平
成
一
三
年
一
一

一
級
二

地
の
九
先
（
戦
国
の
館
入
口
）

月
一
日

〇
号
線

告
示
第
四
四
号

四
、
八
〇
四

国
道
二

東
山
梨
郡
勝
沼
町
勝
沼
三
、
四
七
〇

二

塩
山

平
成
一
三
年
一
一

〇
号

番
地
先
（
深
沢
入
口
交
差
点
）

月
一
日

告
示
第
四
四
号

四
、
八
〇
五

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原
町
コ
モ
ア
し
お
つ

一

上
野

平
成
一
三
年
一
一

ル
ー
プ

四
丁
目
四
番
三
号
先
（
積
水
ハ
ウ
ス

原

月
一
日

線

管
理
室
南
側
）

告
示
第
四
四
号

四
、
八
〇
六

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原
町
コ
モ
ア
し
お
つ

一

上
野

平
成
一
三
年
一
一

ル
ー
プ

四
丁
目
九
番
四
号
先
（
風
の
公
園
北

原

月
一
日

線

側
出
口
）

告
示
第
四
四
号

四
、
八
〇
七

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原
町
コ
モ
ア
し
お
つ

一

上
野

平
成
一
三
年
一
一

ル
ー
プ

三
丁
目
三
七
番
四
号
先
（
積
水
ハ
ウ

原

月
一
日

線

ス
管
理
空
地
南
側
）

告
示
第
四
四
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「
一
、
五

市
道
穂

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久

二
、
一
五
〇

車
両（

三
〇

韮
崎
平
成
一
三

二
七

坂
三
九

保
七
八
三
番
地
の
六

け
ん
引

年
九
月
二

号
線

先
（
権
現
橋
西
詰
交

③
を
除

〇
日

差
点
）
か
ら
北
巨
摩

く
。）

告
示
第
三

郡
双
葉
町
字
津
谷
八
、

八
号

八
九
一
番
地
の
三
先

（
茅
ケ
岳
広
域
農
道

と
の
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

」

を「
一
、
五

市
道
穂

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久

二
、
一
五
〇

車
両（

三
〇

韮
崎
平
成
一
三

二
七

坂
三
九

保
七
八
三
番
地
の
六

け
ん
引

年
九
月
二

号
線

先
（
権
現
橋
西
詰
交

③
を
除

〇
日

差
点
）
か
ら
北
巨
摩

く
。）

告
示
第
三

郡
双
葉
町
字
津
谷
八
、

八
号

八
九
一
番
地
の
三
先

（
茅
ケ
岳
広
域
農
道

と
の
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

一
、
五

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原
町

九
五
〇

車
両（

三
〇

上
野
平
成
一
三

二
八

西
一
一

四
方
津
二
、
五
七
六

け
ん
引

原

年
一
一
月

号
線

番
地
の
二
四
二
先（
コ

③
を
除

一
日

モ
ア
ル
ー
プ
線
と
の

く
。）

告
示
第
四

十
字
路
交
差
点
）
か

四
号

ら
北
都
留
郡
上
野
原

山
梨
県
公
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町
四
方
津
二
、
五
一

八
番
地
の
四
先
（
県

道
野
田
尻
四
方
津
停

車
場
線
と
の
丁
字
路

交
差
点
）
ま
で
の
両

側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「

七
、
五
一
二

町
　
道

東
山
梨
郡
牧
丘
町
千
野
々
宮
九
九
番

日
下
部
六
三
・
八
・
二
二

二
三
号

地
の
三
先
（
津
野
商
店
前
、
県
道
杣

二
一
号

線

口
塩
山
線
に
流
入
す
る
車
両
）

」

を「
七
、
五
一
二

削
除

日
下
部
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

七
、
九
八
五

町
　
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
上
河
東
五
六
九
番

南
甲
府
平
二
・
一
〇
・
一

地
先
（「
赤
池
正
文
」
方
南
側
）

五二
七
号

」

を「
七
、
九
八
五

削
除

南
甲
府
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

八
、
一
四
三

富
士
川

中
巨
摩
郡
白
根
町
曲
輪
田
新
田
一
七

小
笠
原
平
一
一
・
六
・
三

西
部
広

二
番
地
の
一
（
杉
山
定
良
方
北
側
・

第
二
五
号

域
農
道

西
進
車
両
）

」

を「
八
、
一
四
三

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

八
、
三
二
八

町
　
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
下
河
東
二
、
〇
二

南
甲
府
平
五
・
四
・
一
五

〇
番
地
先
（
玉
穂
南
小
学
校
グ
ラ
ウ

告
示

ン
ド
南
東
角
・
町
道
田
富
玉
穂
大
津

第
一
六
号

線
と
の
交
差
点
・
南
進
車
両
）

八
、
三
二
九

町
　
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
下
河
東
二
、
〇
二

南
甲
府
平
五
・
四
・
一
五

〇
番
地
先
（
玉
穂
南
小
学
校
グ
ラ
ウ

告
示

ン
ド
南
東
角
・
町
道
田
富
玉
穂
大
津

第
一
六
号

線
と
の
交
差
点
・
北
進
車
両
）

」

を「
八
、
三
二
八

削
除

南
甲
府
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

八
、
三
二
九

削
除

南
甲
府
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

八
、
八
二
六

市
　
道

韮
崎
市
藤
井
町
坂
井
二
〇
五
番
地
先

韮
崎

平
七
・
一
〇
・
二

（
韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
南
西
隅
・
南

三

進
車
両
）

告
示

第
五
九
号

」

を「
八
、
八
二
六

削
除

韮
崎

平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

九
、
一
四
八

市
　
道

山
梨
市
小
原
西
六
四
一
番
地
先
（
依

日
下
部
平
九
・
八
・
一
四

天
神
前

田
義
長
方
東
側
・
北
進
車
両
）

告
示

原
堰
線

第
四
一
号

九
、
一
四
九

市
　
道

山
梨
市
小
原
東
八
五
二
番
地
先
（
若

日
下
部
平
九
・
八
・
一
四

天
神
前

杉
好
洋
方
西
側
・
南
進
車
両
）

告
示

原
堰
線

第
四
一
号

」

を

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
二
百
三
十
九
号
　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

五
七
九



「
九
、
一
四
八

削
除

日
下
部
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

九
、
一
四
九

削
除

日
下
部
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

九
、
三
九
七

町
　
道

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
一
七
番
地

小
笠
原
平
一
〇
・
七
・
二

櫛
形
若

先
（
国
道
五
二
号
甲
西
道
路
上
り
線

七

草
線

と
の
交
差
点
東
側
・
西
進
車
両
）

告
示

第
三
六
号

九
、
三
九
八

町
　
道

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
一
七
番
地

小
笠
原
平
一
〇
・
七
・
二

櫛
形
若

先
（
国
道
五
二
号
甲
西
道
路
上
り
線

七

草
線

と
の
交
差
点
西
側
・
東
進
車
両
）

告
示

第
三
六
号

九
、
三
九
九

町
　
道

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
一
六
番
地

小
笠
原
平
一
〇
・
七
・
二

櫛
形
若

先
（
国
道
五
二
号
甲
西
道
路
下
り
線

七

草
線

と
の
交
差
点
東
側
・
西
進
車
両
）

告
示

第
三
六
号

九
、
四
〇
〇

町
　
道

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
沢
登
五
一
六
番
地

小
笠
原
平
一
〇
・
七
・
二

櫛
形
若

先
（
国
道
五
二
号
甲
西
道
路
下
り
線

七

草
線

と
の
交
差
点
西
側
・
東
進
車
両
）

告
示

第
三
六
号

」

を「
九
、
三
九
七

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

九
、
三
九
八

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

九
、
三
九
九

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

九
、
四
〇
〇

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

九
、
四
二
五

県
　
道

中
巨
摩
郡
若
草
町
十
日
市
場
一
、
六

小
笠
原
平
一
〇
・
七
・
二

韮
崎
櫛

八
六
番
地
の
五
先
（
国
道
五
二
号
甲

七

形
豊
富

西
道
路
と
の
十
字
路
交
差
点
東
側
・

告
示

線
バ
イ

西
進
車
両
）

第
三
六
号

パ
ス

九
、
四
二
六

県
　
道

中
巨
摩
郡
若
草
町
十
日
市
場
一
、
五

小
笠
原
平
一
〇
・
七
・
二

韮
崎
櫛

二
二
番
地
の
一
先
（
国
道
五
二
号
甲

七

形
豊
富

西
道
路
と
の
十
字
路
交
差
点
西
側
・

告
示

線
バ
イ

東
進
車
両
）

第
三
六
号

パ
ス

」

を「
九
、
四
二
五

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

九
、
四
二
五

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

九
、
七
二
二

富
士
川

中
巨
摩
郡
白
根
町
曲
輪
田
新
田
二
一

小
笠
原
平
一
一
・
六
・
三

西
部
広

〇
番
地
先
（
市
川
強
方
南
側
・
東
進

告
示

域
農
道

車
両
）

第
二
五
号

」

を「
九
、
七
二
二

削
除

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

告
示
第
四
四
号

」

に
、

「

九
、
七
三
八

ふ
る
さ

東
山
梨
郡
牧
丘
町
千
野
々
宮
五
八
二

日
下
部
平
一
一
・
六
・
三

と
農
道

番
地
先
（
牧
丘
大
橋
西
詰
交
差
点
西

告
示

側
・
東
進
車
両
）

第
二
五
号

」

を「
九
、
七
三
八

削
除

日
下
部
平
成
一
三
年
一
一

月
一
日

山
梨
県
公
報
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千
二
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十
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告
示
第
四
四
号

」

に
、

「
一
〇
、
二
八
三

市
道
貢

甲
府
市
貢
川
本
町
二
番
一
六
号
先（
中

甲
府

平
成
一
三
年
一
〇

川
四
号

澤
貴
三
男
方
西
側
・
北
進
車
両
）

月
一
一
日

線

告
示
第
四
一
号

」

を「
一
〇
、
二
八
三

市
道
貢

甲
府
市
貢
川
本
町
二
番
一
六
号
先（
中

甲
府

平
成
一
三
年
一
〇

川
四
号

澤
貴
三
男
方
西
側
・
北
進
車
両
）

月
一
一
日

線

告
示
第
四
一
号

一
〇
、
二
八
四

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原
町
四
方
津
二
、
五

上
野
原
平
成
一
三
年
一
一

西
一
一

七
六
番
地
の
二
四
二
先
（
コ
モ
ア
ル

月
一
日

号
線

ー
プ
線
と
の
十
字
路
交
差
点
南
側
・

告
示
第
四
四
号

北
進
車
両
）

一
〇
、
二
八
五

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原
町
四
方
津
二
、
五

上
野
原
平
成
一
三
年
一
一

西
一
一

一
八
番
地
の
四
先
（
県
道
野
田
尻
四

月
一
日

号
線

方
津
停
車
場
線
と
の
丁
字
路
交
差
点

告
示
第
四
四
号

東
側
・
西
進
車
両
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「
一
、
二
六
七

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町

一
、
八
九
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
一
三

府
玉
穂

成
島
一
、
二
八
九

府

年
八
月
九

中
道
線

番
地
の
三
先
（
町

日

道
上
成
島
中
楯
線

告
示
第
三

と
の
丁
字
路
交
差

二
号

点
）
か
ら
中
巨
摩

郡
玉
穂
町
乙
黒
七

六
七
番
地
の
一
先

（
田
中
公
則
方
東

側
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

」

を「
一
、
二
六
七

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町

一
、
八
九
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
一
三

府
玉
穂

成
島
一
、
二
八
九

府

年
八
月
九

中
道
線

番
地
の
三
先
（
町

日

道
上
成
島
中
楯
線

告
示
第
三

と
の
丁
字
路
交
差

二
号

点
）
か
ら
中
巨
摩

郡
玉
穂
町
乙
黒
七

六
七
番
地
の
一
先

（
田
中
公
則
方
東

側
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

一
、
二
六
八

町
道
西

北
巨
摩
郡
小
淵
沢

一
、
二
〇
〇

車
両

終
日

長
坂
平
成
一
三

一
級
二

町
二
、
九
六
八
番

年
一
一
月

〇
号
線

地
先
（
馬
術
競
技

一
日

場
入
口
交
差
点
）

告
示
第
四

か
ら
北
巨
摩
郡
小

四
号

淵
沢
町
四
、
〇
〇

九
番
地
先
（
長
野

県
境
）
ま
で
の
両

側

一
二
、
六
九

コ
モ
ア

北
都
留
郡
上
野
原

九
五
〇

車
両

終
日

上
野
平
成
一
三

西
一
一

町
四
方
津
二
、
五

原

年
一
一
月

号
線

七
六
番
地
の
二
四

一
日

二
先
（
コ
モ
ア
ル

告
示
第
四

ー
プ
線
と
の
十
字

四
号

路
交
差
点
）
か
ら

北
都
留
郡
上
野
原

町
四
方
津
二
、
五

一
八
番
地
の
四
先

（
県
道
野
田
尻
四

方
津
停
車
場
線
と

の
丁
字
路
交
差
点
）

ま
で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
十
三
中

「
二
二

県
　
　
道

山
梨
市
上
石
森
二
三
九
番
地
先

四
平
成
一
二
年
一
二
月
一
四
日

市
之
蔵
山
（
市
民
体
育
館
東
交
差
点
）

告
示
第
五
一
号

梨
線

」

を「
二
二

県
道
市
之

山
梨
市
上
石
森
二
三
九
番
地
先
（
市

四
平
成
一
二
年
一
二
月
一
四
日

蔵
山
梨
線

民
体
育
館
東
交
差
点
）

告
示
第
五
一
号

二
三

市
道
山
梨

山
梨
市
小
原
東
八
五
一
番
地
の
一
先

四
平
成
一
三
年
一
一
月
一
日

市
駅
東
山
（
日
下
部
公
民
館
入
口
交
差
点
）

告
示
第
四
四
号

梨
線

」

に
改
め
る
。

山
梨
県
公
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千
二
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遊
技
機
の
型
式
の
検
定

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
の
あ
っ
た
遊
技
機
に
つ
い
て
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
遊

技
機
を
遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

四
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
規
則
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
検
定
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
風
　
　
間
　
　
善
　
　
樹

型
　
　
式
　
　
の
　
　
概
　
　
要

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

遊
技
機
の
種
類

型
式
名

製
造
又

検
定
番
号

及
び
区
分

は
輸
入

業
者
名

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
キ
ュ

株
式
会
社

一
〇
〇
三
六
六

安
藤
壽
雄

機

ー
テ
ィ
ー

ミ
ズ
ホ

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
一
番

規
則
第
六
条
第

ハ
ニ
ー
Ｓ

地
二
五

一
号
イ
（
別
表

Ｇ

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

マ
ル
ホ
ン
工
業
株
式
会
社
　
代
表

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

海
へ
い
こ

マ
ル
ホ
ン

一
〇
〇
四
〇
二

取
締
役
　
岸
勇
夫

機

う
人
魚
伝

工
業
株
式

愛
知
県
春
日
井
市
桃
山
町
一
丁
目

規
則
第
六
条
第

説

会
社

一
二
七
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

花
満
Ｓ
Ｖ

株
式
会
社

一
〇
〇
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